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巡礼 





ムスリム の 皆様 。 祭 高 な る アッ ラー は 「 こ の 家 
へ の 巡礼 は 、 そ こ に 赴 け る 人 びと に 課せ られ た アッ 
ラー へ の 義務 で ある 。 背信 者 が あっ て も 、 ま こと に 
アッ ラー は 万 有 に (超越 され ) 完全 に 自足 され て お 
られ る 方 で ある 。」 (イム ラー ン 家 章 9 7 節 ) と お 
お せら れ 、 一 定 の 条件 を 満た し て いる 人 々 を 巡礼 に 
招 か れ ま し た 。 こ の 神聖 な る お 招き に 、 こ の 巡礼 の 


季節 に お いて 応じ て いる 上 兄弟 姉妹 の 信者 の 人 た ち は 、 


崇高 な る アッ ラー か ら の 折 待 客 と し て 、 ア デッラ ー の 
家 を 訪問 する 名 誉 と 喜び を 手 に し て いる の で す 。 
親愛 な る ムスリム の 皆様 。 暮 らし に お ける 信仰 


の 反映 で ある イ バ ー ダ は 、 宗 高 な る 創造 主 と の 間 の 、 


最も 強固 な 、 そ し て 最も 素晴らし いつ な が り で す 。 
この イ バ ー ダ の 一 つ で ある 
巡礼 は 、 個 人 的 、 か つ 社 会 
的 な 面 で 成 吾 を も た ら す 多 
く の 特 質 を 備 と て いま す 。 
世界 各地 か ら や っ て きた 、 
言葉 も 、 種 族 も 、 色 も 、 文 
化 も 、 経 済 状況 も こと な る 
信者 た ち が 、 同 じ 信仰 と 思 
い の う ち に 出会い 、 上 兄弟 と 
し て 結び つく 機会 を 与え ま 
す 。 巡 礼 は 、 預 言 者 た ちの 
許し に よっ て 、 高 め ら れ 、 
アッ ラー の ご 満悦 を 得る こ 
と の で きる 道 に お いて 実現 化 さ れ た 、 英 知 に 満ち た 
旅路 で す 。 こ の 旅路 に お いて 信者 た ち は 信 仰 を 強固 
に する と 同時 に 、 ア デッラ ー を 虹 れ る こと 、 忍 耐 する 
こと 、 愛 情 、 敬 意 、 兄 弟 愛 、 献 身 、 気 前 の よさ と い 
っ た 多く の 美徳 を 実践 する 機会 を 得 ます 。 

親愛 な る ムスリム の 皆様 。 巡礼 に お いて は 、 礼 
拝 、 タ ワー フ (カー バ 神 殿 を 回 巡 す る こと ) 、 サ ー 
イ (サフ ァ と マル ワ の 二 つ の 丘 の 間 を 七 度 駆け 足 で 
往復 する 儀式 の こと ) タル ビー ヤ 、 ア ラフ ァ ト で の 
滞在 、 悔 悟 、 犠 牲 、 イ フラ ー ム な ど に よっ て 成り 立 
つ 多 く の イ バー ダ や アッ ラー の 命令 に 従う こと で 、 
人 々 は 喜び の 中 に あり ます 。 財産 、 富 、 子 供 、 親 戚 
な ど は 後に 残し 、 イ フラ ー ム に よっ て アッ ラー の 御 
前 で 、「 ラ ッ バ イカ アデ アッラーフ ンマ ラッ バイ カ 
(あな た の お 招 き に 従い 、 御 前 に 参り まし た ) 」 と 
唱え な が ら 、 ア ッ ラ ー へ の 従順 を 明らか に し た 信者 
た ち は 、 日 常 の 仕事 や わずらわし さか ら 遠 ざか り 、 
完全 な や すら ぎ に 満 ち た 心 で 、 アッ ラー の 御前 に 
向かう 機会 を 得る の で す 。 
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この 聖なる 旅 に お いて 実行 され る イ バ ー ダ に も 、 
多く の 英知 が 秘め られ て いま す 。 カ ー バ 神殿 の 周囲 
を 周回 する こと は 、 ア デッラ ー を 高め 、 シ ャ イタ ー ン 
に 投石 し 、 あ ら ゆ る 悪 を 放棄 する こと 、 ア ラフ ァ ト 
で の 滞在 は 、 ア ッ ラ ー の ご 満悦 を 得る こと を 何より 
も 優先 させ 、 イ フラ ー ム の 禁止 事項 に 従い 、 ア ッ ラ 
ー の ご 命令 に 応じ る こと 、 犠 牲 は 、 ア ッ ラ ー の 道 の 
た め に 何 か を 捧げ る こと の 象徴 と し て 考え る と 、 巡 
礼 に お ける イ バ ー ダ に 新た な 意義 と 素晴らし さ を 見 
測 ほ と が で きる で し ょ よう 。 

この 旅路 に お いて 、 巡 礼 者 た ち が 最 も 注意 し な 
けれ ば いけ な い 点 の うち の 一 つが 、 妨 耐 強く 、 我 慢 
強く ある べべ き だ 、 と いう 点 で す 。 巡礼 者 た ち は 、 イ 
フラ ー ム の 状態 で や る こと 
を 常に 論 識 し 、 過 ち を 目 に 
せ ず 、 あ ら ゆ る 命 あ る も の 
に 対し 愛情 と 慈しみ を も っ 
て 接する よう 、 有 努め な けれ 
ば な り ま せん 。 そこで の 時 
間 を 、 イ バー ダ や アッ ラー 
の ご 命令 へ の 服従 で 有意 義 
に 費やさ な けれ ば な り ま せ 
1 ん 。 買い 物 、 市 場 と いっ た 
= こと で 必要 以上 に 時 間 を 費 
や すべ き で は な い の で す 。 
心から の 悔 惜 と 、 承 論 さ れ 
た 巡礼 に よっ て 、 ア デッラ ー の 御前 に 立つ こと を 意識 
し た 巡礼 者 た ち は 、 預 言 者 ムハンマド の 「 巡 礼 を 行 
な っ た 人 は 、 母 か ら 生 まれ た 日 の よう に 、 罪 か ら 清 
め ら れ て いる 。」 と いう 吉報 に ふさ わし い 人 と な る 
で う 。 

本 日 の フト バ を 、 次 の 章 句 に よっ て 締め くく り 
た いと 思い ます 。 

「 人 びと に 、 巡 礼 [パッ ジ 〕」 する よう 呼び か け 
よ 。 か れ ら は 歩い て あな た の 許 に 来る 。 あ る い は 、 
どれ も 痩せ こけ て いる ラク ダ に 乗っ て 、 遠 い 谷 間 の 
道 を は る ば る 来る 。 そ れ は 自ら の (現世 と 来世 の ) 


御 利益 に 参加 し 、 ま た 定め られ た 日 の 間 、 か れ が か 


れ ら に 与え られ た (犠牲 の ) 家畜 の 上 に アッ ラー の 


御名 を 唱え 、 そ れ か ら 『 あ な た が た は それ を 食べ 、 


また 困 錯 し て いる 者 に も 食べ させ な さい 。』 そ れ か 
ら か れ ら の 必要 な 儀式 を 終え 、 碑 い を 果 し 、 そ し て 
古来 の 家 (カアバ ) を 、 タ ワー フ し な さい 。」 ( 巡 
礼 章 27 一 29) 
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